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1 H29.12.19

在日米国商工会
議所中部支部
副会頭レイ・プ
ロパー

第２７回　ウォーカ
ソン国際チャリ
ティーフェスティバ
ル

開催日時：
H30.5.20(日)
開催場所：愛・地
球博記念公園　地
球市民交流セン
ター

○目的： ボランティアやチャリティー活
動を楽しみながら理解してもらうことを
目的としている。

〇対象：幼児から高齢者まで。

〇内容：「ウォーカソン」とは、Walk歩
くとMarathonマラソンの造語で寄付を集
めるためのイベント。参加者は公園内
ウォーキング、ライブミュージック、パ
フォーマンス、キッズ・アクティビ
ティ、国際的な屋台料理等を楽しむこと
で社会貢献ができる。

入場無料、
チケット：スペ
シャル5,000円

大人2,000円、学
生以下1,000円

(参加チケットは
100％寄付)

継続
3年目

後援

平成30年
1月4日

前年度後援実績があり、児童生
徒の人格育成の場としてチャリ
ティー活動に継続して参加でき
る機会を提供することを目的と
する催し物であるため、後援す
ることが適当である。

2 H29.12.22

長久手フィル
ハーモニー管弦
楽団
団長　須山恵一

長久手フィルハーモ
ニー管弦楽団　第28
回定期演奏会

開催日時：
H30.5.27(日)
開催場所：豊田市
コンサートホール

○目的：オーケストラの演奏により、地
域の音楽振興に貢献することを目的とし
ている。

〇対象：一般市民

〇内容：週1回の合奏練習を継続的に行
い、その集大成として演奏会を開催す
る。

入場料
当日

\1,000
前売
\800

継続
3年目

後援

平成30年
1月4日

前年度後援実績があり、長久手
フィルハーモニー管弦楽団は
2000年に設立後、定期演奏会や
ファミリーコンサートを開催し
ており、文化の家提携事業も
行っている。今回も地域の音楽
振興に貢献することを目的とし
た催し物であるため、後援する
ことが適当である。

3 H30.1.17
アロハピクニッ
ク実行委員会
丸山　茂勝

アロハピクニックin
モリコロVol.5

開催日時：
H30.3.31(土)
開催場所：愛・地
球博記念公園　大
芝生広場

〇

○目的：ジャワイアンを中心とした文化
的交流。

○対象：１歳～７０歳

○内容：ジャワイアンを中心としたハワ
イアンミュージックやフラダンス、ハワ
イアンフードや雑貨店等の出店が集い
キッズ用フワフワアトラクションを数台
設置しファミリーで終日楽しめる内容

無料
継続
3年目

後援
平成30年
1月23日

前年度後援実績があり、ハワイ
の文化に触れてもらい、異文化
への理解と交流することを目的
としているため、後援すること
が適当である。
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4 H30.1.12
社会福祉法人日
本介助犬協会理
事長　伊藤利之

介助犬フェスタ2018

開催日時：
H30.5.19（土）
開催場所：愛・地
球博記念公園　地
球市民交流セン
ター

○目的：介助犬及び身体障害者補助犬法
の認知向上、普及啓発を目的としてい
る。

〇対象：愛知県民、介助犬希望者、介助
犬使用者など。

〇内容：介助犬使用者講演、身体障害者
補助犬デモ、新介助犬ペア認定式、車椅
子体験、飼い犬のしつけ教室等。

無料
継続
3年目

後援

平成30年
1月23日

前年度後援実績があり、実際に
介助犬に接することを通して、
楽しみながら介助犬の役割や身
体障害者補助犬法について啓発
することを目的とする催し物で
あるため、後援することが適当
である。

5 H30.1.19

長湫地区区有財
産等管理運営委
員会会長　寺島
五雄

平成３０年度長湫地
区古戦場まつり「長
久手合戦史跡めぐ
り」

開催日時：
H30.4.8（日）
開催場所：
景行天皇者前広場

○目的：史跡を巡ることにより、土地の
歴史を学習し「歴史の町・長久手」を広
く理解してもらうことを目的としてい
る。

〇対象：地区住民及び「歴史の町・長久
手」を理解しようとする人

〇内容：景行天皇社前から出発し、史跡
を巡るコース約6㎞をウォーキングする。
途中、各史跡において郷土史研究会の会
員より説明を受け、歴史の学習をする。

無料
継続
3年目

後援

平成30年
1月23日

前年度後援実績があり、史跡を
巡ることにより、地域の歴史を
学習し「歴史の町・長久手」を
広く理解してもらうことを目的
とする催し物であるため、後援
することが適当である。


